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今
回
で
５
回
目
、
小
学
生
40
人
が
参
加

　

「
体
験
型
環
境
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
多
摩
地
域

の
豊
か
な
自
然
の
な
か
で
、
大
学
生
が
考
え
た
企
画
を
小

学
生
に
体
験
し
て
も
ら
い
、
環
境
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も

ら
う
事
業
だ
。
２
０
０
４
年
度
か
ら
毎
年
、
多
摩
地
域
の

小
学
校
３
、
４
年
生
を
対
象
に
行
わ
れ
て
お
り
、
５
回
目

の
今
回
は
延
べ
90
人
の
小
学
生
が
参
加
し
た
。

　

「
そ
れ
行
け
！
た
ま
レ
ン
ジ
ャ
ー
!!
」
と
題
し
た
今
回

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
食
育
・
知
育
と
地
産
地
消
」が
テ
ー

マ
。
８
月
７
・
８
日
両
日
に
開
催
さ
れ
た
第
１
部
は
「
発

見
！
お
い
し
い
ご
は
ん
の
舞
台
ウ
ラ
」
に
つ
い
て
、
12
月

７
日
の
第
２
部
は
「『
食
』
と
『
地
球
』
に
で
き
る
こ
と
」

に
つ
い
て
体
験
学
習
。
い
ず
れ
も
立
川
市
の
国
営
昭
和
記

念
公
園
で
開
か
れ
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、中
央
大
学
を
は
じ
め
９
大
学（
大

妻
女
子
大
学
、
多
摩
大
学
、
中
央
大
学
、
東
京
学
芸
大
学
、

東
京
工
科
大
学
、東
京
農
業
大
学
、法
政
大
学
、明
星
大
学
、

立
教
大
学
）
か
ら
、
学
生
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
第
一
部
に

46
人
、
第
二
部
に
は
東
京
薬
科
大
学
、
創
価
大
学
、
東
洋

英
和
女
学
院
、
鎌
倉
女
子
大
学
が
新
た
に
加
わ
り
、
51
人

が
参
加
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
心
担
っ
た
細
野
ゼ
ミ
生

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
準
備
段
階
か
ら
中
心
と
な
っ
て

動
い
た
の
が
中
央
大
学
総
合
政
策
学
部
の
細
野
助
博
ゼ
ミ

だ
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
多
摩
の
専
務
理
事
で
も
あ
る
細
野
教

授
の
ゼ
ミ
は
、「
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
お
り
、

そ
の
ゼ
ミ
活
動
の
一
環
と
し
て
２
、
３
年
生
計
20
人
が
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
心
を
担
っ
た
。

　

今
回
「
食
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
の
は
、「
身
近
で
誰
も

が
取
り
組
み
や
す
く
、
食
材
の
産
地
偽
装
が
社
会
問
題
に

な
る
な
ど
ホ
ッ
ト
な
話
題
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
ま
た
、
食

を
通
じ
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
確
立
に
よ
っ
て
、『
人
づ

く
り
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
』
へ
向
け
、
多
摩
地
域
の
人
た

ち
の
意
識
改
革
を
行
う
と
い
う
目
的
も
あ
り
ま
し
た
」
と

「
大
学
と
地
域
」

シリーズ

第 

　
　
　 

回
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中
央
大
学
を
含
む
多
摩
地
域
の
９
大
学
の
学
生
が
参
加
し
て
企
画
し
た
「
体
験
型
環
境
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
、８
月
７
、８
両
日
と
12
月
７
日
に
地
域
の
小
学
校
３
、４
年
生
を
対
象
に
し
て
行
わ
れ
た
。
産
官
学

の
連
携
組
織
で
あ
る
「
社
団
法
人
　
学
術
・
文
化
・
産
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
多
摩
」
の
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施

さ
れ
た
も
の
で
、延
べ
90
人
の
小
学
生
が
参
加
し
た
。
学
生
が
団
結
し
、「
大
学
と
地
域
」
を
つ
な
ぐ
活
動

は
、着
実
に
地
域
に
根
を
下
ろ
し
は
じ
め
て
い
る
。

中
央
大
学
を
含
む
多
摩
地
域
の
９
大
学
の
学
生
が
参
加
し
て
企
画
し
た
「
体
験
型
環
境
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
、８
月
７
、８
両
日
と
12
月
７
日
に
地
域
の
小
学
校
３
、４
年
生
を
対
象
に
し
て
行
わ
れ
た
。
産
官
学

の
連
携
組
織
で
あ
る
「
社
団
法
人
　
学
術
・
文
化
・
産
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
多
摩
」
の
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施

さ
れ
た
も
の
で
、延
べ
90
人
の
小
学
生
が
参
加
し
た
。
学
生
が
団
結
し
、「
大
学
と
地
域
」
を
つ
な
ぐ
活
動

は
、着
実
に
地
域
に
根
を
下
ろ
し
は
じ
め
て
い
る
。

学
生
記
者
　
武
田
朋
実
＝
法
学
部
３
年

学
生
記
者
　
武
田
朋
実
＝
法
学
部
３
年

９
大
学
の
学
生
が
団
結
し
、

体
験
型
学
習
を
実
施

小
学
生
が
自
然
と
触
れ
合
い
、

環
境
の
大
切
さ
学
ぶ

９
大
学
の
学
生
が
団
結
し
、

体
験
型
学
習
を
実
施

小
学
生
が
自
然
と
触
れ
合
い
、

環
境
の
大
切
さ
学
ぶ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
多
摩

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
多
摩
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い
う
の
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
学
生
代
表
を
務
め
た
細
野

ゼ
ミ
の
ゼ
ミ
長
の
新
井
広
子
さ
ん（
総
合
政
策
学
部
３
年
）。

昭
和
記
念
公
園
で
農
業
体
験
も

　

第
１
部「
発
見
！
お
い
し
い
ご
は
ん
の
舞
台
ウ
ラ
」で
は
、

初
日
の
８
月
７
日
に
「
食
材
な
り
き
り
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」

を
行
っ
た
。
小
学
生
が
き
ゅ
う
り
、
に
ん
じ
ん
、
ト
マ
ト

な
ど
の
野
菜
に
な
り
き
り
、
学
生
ス
タ
ッ
フ
や
保
護
者
が

そ
の
野
菜
に
つ
い
て
「
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
の
？
」
な
ど

と
質
問
す
る
。
食
材
の
原
点
に
戻
り
、
自
然
と
食
の
関
わ

り
を
小
学
生
に
気
づ
い
て
も
ら
う
こ
と
が
狙
い
だ
。

　

次
に
、
農
業
体
験
を
行
っ
た
。
昭
和
記
念
公
園
内
に
あ

る
「
こ
も
れ
び
の
里
」
は
、
昭
和
30
年
代
の
武
蔵
野
の
風

景
を
再
現
し
て
お
り
、
無
農
薬
で
、
機
械
に
頼
ら
ず
、
水

車
も
あ
る
昔
な
が
ら
の
農
業
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
農
業

体
験
は
、
農
家
の
人
の
大
変
さ
を
知
り
、
食
が
多
く
の
人

の
苦
労
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、
理
解

す
る
の
が
目
的
だ
。

　

２
日
目
の
８
月
８
日
は
調
理
体
験
で
、
多
摩
地
域
の
食

材
で
焼
き
そ
ば
を
つ
く
っ
た
。
野
菜
や
豚
肉
の
み
な
ら
ず
、

ソ
ー
ス
や
麺
も
多
摩
地
域
産
と
い
う
こ
だ
わ
り
。
焼
き
そ

ば
を
盛
る
紙
皿
は
再
生
紙
を
選
ん
だ
。

　

調
理
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
調
理
を
す
る
人
の
苦
労
を

知
る
と
と
も
に
、
多
摩
に
は
こ
ん
な
に
沢
山
の
食
材
が
あ

る
こ
と
、
そ
し
て
多
摩
の
豊
か
な
自
然
に
よ
っ
て
多
く
の

野
菜
が
採
れ
る
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
に
な
る
。

　

焼
き
そ
ば
に
使
っ
た
豚
肉
は
、
企
業
か
ら
無
償
で
提
供

し
て
も
ら
っ
た
「
東
京
Ｘ
」
と
い
う
高
級
な
豚
。
そ
れ
を

目
の
前
で
解
体
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
小
学
生
は
命
の
あ

り
が
た
み
に
気
づ
く
。

調
理
体
験
で
母
親
の
大
変
さ
を
知
る
小
学
生

　

こ
の
ほ
か
に
日
本
女
子
大
学
食
物
学
科
栄
養
学
研
究
室

の
学
生
に
よ
る
食
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
企
業
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
も
行
っ
た
。

　

企
業
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
は
、
東
京
ガ
ス
の
担
当
者
が

「
生
ゴ
ミ
は
水
を
切
っ
て
か
ら
捨
て
る
と
、
燃
や
す
と
き

に
余
計
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
か
か
ら
な
い
」「
ご
飯
は
残
さ

な
い
」
な
ど
と
い
っ
た
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
に
つ
い
て
説
明
。

ほ
か
に
も
キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
が
エ
コ
活
動
に
つ
い
て
、

近
藤
醸
造
が
醤
油
が
で
き
る
過
程
に
つ
い
て
教
え
る
な
ど
、

参
加
し
た
企
業
か
ら
は
「
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」
と
の
感

想
が
あ
っ
た
。

　

参
加
し
た
小
学
生
か
ら
は
、「
農
家
は
大
変
そ
う
」「
焼

農業体験

調理体験
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き
そ
ば
が
お
い
し
か
っ
た
」
と
い
っ
た
率
直
な
感
想
か
ら
、

「
家
で
い
つ
も
料
理
し
て
く
れ
る
お
母
さ
ん
は
大
変
そ
う
」

と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
も
聞
か
れ
た
。

　

「
小
学
生
で
も
小
さ
い
こ
と
か
ら
出
来
る
と
思
っ
て
く

れ
た
り
、
環
境
へ
配
慮
す
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
多
摩
地

域
っ
て
い
い
と
こ
ろ
だ
と
い
う
気
づ
き
も
あ
り
ま
し
た
」

と
新
井
さ
ん
。

　

12
月
７
日
の
第
２
部
「
『
食
』
と
『
地
球
』
に
で
き
る

こ
と
」
で
は
、〝
主
役
〞
は
参
加
し
た
小
学
生
。

　

カ
ル
タ
づ
く
り
で
は
、「
食
」
を
テ
ー
マ
に
、
書
き
込

む
内
容
を
小
学
生
と
保
護
者
に
考
え
て
も
ら
う
こ
と
で
、

環
境
に
対
す
る
理
解
を
は
か
り
、
エ
コ
な
買
い
物
を
す
る

に
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
考
え
る
ク
イ
ズ
も
行
っ
た
。

　

さ
ら
に
記
者
会
見
の
よ
う
な
か
た
ち
で
、
自
分
が
い
い

と
思
っ
た
エ
コ
活
動
を
、
一
人
一
人
主
張
し
て
も
ら
う
。

記
者
会
見
の
記
者
や
カ
メ
ラ
マ
ン
も
小
学
生
が
行
う
。
最

後
に
、
未
来
の
自
分
に
向
け
た
手
紙
も
書
い
て
も
ら
い
、

そ
の
手
紙
は
半
年
後
に
家
に
届
く
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

他
大
生
と
の
連
携
が
活
力
生
む

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
参
加
者
の
６
〜
７
割
は
中
大
生
だ
っ

た
が
、
大
枠
の
「
食
」
が
で
き
て
か
ら
は
、
企
画
段
階
か

ら
他
大
生
も
か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
他
大
生
か
ら
の

参
加
者
は
、
友
達
に
声
を
か
け
た
り
、
ポ
ス
タ
ー
を
貼
っ

た
り
、
小
学
生
の
教
育
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
他
大
の

サ
ー
ク
ル
な
ど
に
呼
び
か
け
て
募
集
し
た
。

　

「
他
大
生
も
中
大
に
来
ら
れ
る
よ
う
夜
遅
く
に
活
動
し

た
り
、
土
曜
に
や
っ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
来
ら
れ

な
い
人
も
多
い
の
で
、
直
接
会
え
な
い
分
、
電
話
や
メ
ー

ル
で
仕
事
を
割
り
ふ
っ
た
り
し
ま
し
た
」
と
新
井
さ
ん
は

い
う
。
他
大
生
が
参
加
す
る
の
は
大
変
だ
っ
た
が
、
利
点

も
あ
っ
た
。「
他
大
生
は
企
業
へ
の
手
紙
の
出
し
方
な
ど

を
細
野
ゼ
ミ
の
２
年
生
に
教
え
て
く
れ
た
り
し
て
、
い
い

意
味
で
連
携
が
で
き
て
い
ま
し
た
」。

　

ス
タ
ッ
フ
は
企
画
班
、
広
報
班
、
事
務
班
に
分
か
れ
、

全
員
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
内
容
や
目
的
を
把
握
し
て
、

一
人
一
人
が
説
明
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
努
め
た
。

毎
年
参
加
す
る
小
学
校
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
総
合
学

習
と
し
て
学
校
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み
込
ん
で
い
る
。
そ
れ

以
外
の
小
学
校
に
は
、
教
育
委
員
会
に
企
画
書
を
出
し
て

各
小
学
校
に
呼
び
か
け
て
も
ら
っ
た
。
承
諾
を
得
た
小
学

校
に
は
校
長
に
プ
レ
ゼ
ン
し
て
、
チ
ラ
シ
を
配
る
な
ど
し

た
。

　

新
井
さ
ん
は
、「
他
大
学
の
学
生
は
じ
め
、
い
ろ
ん
な

人
と
知
り
合
い
に
な
れ
ま
し
た
。
地
域
の
人
か
ら
は
厳
し

い
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
た
け
ど
、
そ
れ
を
も
と
に
や
り
直

し
て
い
く
こ
と
で
自
分
も
大
き
く
な
れ
ま
し
た
」
と
強
調

し
た
。

《
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
多
摩
と
は　

多
摩
地
域
の「
産
官
学
」

の
連
携
組
織
で
あ
る
社
団
法
人
「
学
術
・
文
化
・
産
業

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
多
摩
」。
地
域
市
民
と
協
働
し
な
が
ら

地
域
活
性
化
の
た
め
の
事
業
を
実
施
。
40
を
数
え
る
大

学
（
短
大
含
む
）
を
核
に
、地
域
の
10
市
と
30
の
企
業
・

団
体
が
加
盟
す
る
。
体
験
型
環
境
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
ほ
か
、
大
学
連
携
に
よ
る
単
位
互
換
、
多
摩
・
武
蔵

野
検
定
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
設
立
は
２
０
０
２
年
７
月
。

会
長
は
永
井
和
之
・
中
央
大
学
総
長
・
学
長
、
専
務
理

事
は
細
野
助
博
・
中
央
大
学
教
授
》

豚肉解体ショー


